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論文の内容の要旨

　データベース・システムにおける情報検索，および，知識発見のための主要な基本操作は連想検索である。こ

こで，連想検索とは，あるキーワードに関連する情報をそのキーワードが表すアドレスではなく，そのキーワー

ドの内容に応じて検索することをいう。現行のデータベース・システムにおける連想検索は，パターン・マッチ

ングによる検索であり，異なる表現形態であるが同一の意味をもつデータや近い意味をもつデータの探索を行う

ことはできない。また，同一のデータがもつ多義牲を取り扱うことはできない。データ間の意味的な関係の扱い

については，データ間の関係を静的かつ明示的に記述し，同一性，相異性を判定する方法が広く用いられてきた。

　本論文ではデータ間の意味的な同一性，相異性は，静的な関係によって決定されるのではなく，文脈や状況に

応じて動的に変化するものであり，その動的な要素を含んで決定しなければ，データ間の関係の暖味性を排除す

ることはできないものと考える。このようなデータ間の意味的な関係を文脈に応じて動的に計算するモデルとし

て，意味の数学モデルが提案されている。本論文では，意味の数学モデルによる意味的連想探索において，文脈

に応じた高速な連想探索を行うためのアルゴリズムを提案し，その実現方式を示した。

　この連想検索機構では，文脈に対応する部分空間上において，検索キーワードと比較対象語の位置的な近さを

計算するので，各検索毎に，対応するベクトル群を，選択された部分空聞上に動的に写像する。すなわち，検索

毎に動的にベクトル群の位置関係が決まるので，検索の高速化を実現するために静的なインデックスを予め作成

しておくことはできない。本論文においては，文脈に応じて動的に変化するデータ聞の関係を前提としたアルゴ

リズムを実現した。

　さらに，本論文では，マルチメデイアデータを対象としたリアルタイム意味的連想検索アルゴリズムの提案を

行っている。このアルゴリズムを対象としたリアルタイム意味的連想検索アルゴリズムの提案を行っている。こ

のアルゴリズムでは，優先順位に基づいた順序でデータを抽出し，指定された時問で検索を停止することで実時

間性を実現している。次に実際の画像から得たメタデータを対象とした実験を行い，本アルゴリズムの有効性を

検証した。次に動的優先順位応じて計算するデータを決定するアルゴリズムを提案した。さらに，このアルゴリ

ズムを並列処理に対応させた，並列アルゴリズムについて述べ，並列性を検証する実験を行った。そして，その

結果から本論文で提案したアルゴリズムの有効性を示した。
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審査の結果の要旨

【批評】

　本研究は従来パターンマッチングに代表される記方論理処理が主要な方法であったメディア情報検索の領域に，

計量空問概念を含む数理的モデルを導入し，その特性を利用する事により高速な検原アルゴリズムを実現した。特

にメデイア情報に対する実時聞アルゴリズムを構成しており，ネットワーク上でのマルチメデイア情報検索への

適合性も高い。独創性，有用性ともに高い研究であると考えられる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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